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＜目的＞ 

 有明海全域から海底堆積物を採取し、粒度組成、CN組成等の分析を行った。 

＜結果＞ 

・ 堆積物は湾口 部に砂礫、湾央部～湾奥部に極粗粒～中粒砂が分

布する。諫早湾から湾奥部の北部、熊本県白川～緑川沖は泥が

分布し一部は硫化水素臭を有する。 

・ 中央粒径値 Mdφは湾口部が 0～1φの粗粒子が多く、湾央部が

1～2φの中粒砂が多い。諫早湾～湾奥部北部は 9φ以上の粘土

となる。これらは鎌田(1967)と比べて細粒な値となっている(第

3図)。 

・ 堆積型は鎌田 (1967)の方法により、Ⅴ,Ⅱa,Ⅱb,Ⅲa,Ⅲb,Ⅳの型に

区分し、鎌田(1967)と 1997年実施調査結果との分布範囲を比較

した。湾口部ではⅤ型が狭くなり、湾央部ではⅢa、Ⅲb 型が、

湾奥部ではⅣ型が広くなった。これらの堆積型の変化は細粒化を示している(第 5図)。 

・ C,N量はともに泥質堆積物が多く、C/N比は粗粒な堆積物で小さく、細粒な堆積物では大きい。

湾口～湾央部の堆積物はⅤ、Ⅱa型と粗粒であるが、C/N比が

大きい。その理由は不明である(第 9,10図)。 
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